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A Study on Socially Shared Regulation of Learning and










ラーニングの形態は，同期型（Station Rotation，Lab Rotation，Individual Rotation，Flex）
から非同期型（Flipped Classroom，Enriched Virtual）まで，さまざまな発展を遂げている















































































　学習用 SNS を日常的に運用する大都市圏にある近畿大学附属高等学校英語特化コースの 3 年
生 34 名を研究対象とした．近畿大学附属高等学校では，１人 1 台タブレット型 PC の学習環境
を有するとともに，常時インターネットへ接続することが可能である．なお，英語特化コースは



















27 項目について 5 件法で回答を得た．回答は，「はい」5 点，「どちらかといえばはい」4 点，「ど







点から Edmodo を用いた．Edmodo は，世界 190 か国・6700 万人が利用する世界最大の教育プラッ
トフォームであり，スマートフォンおよびタブレット型 PC 用のアプリが無償で提供されている．
1.2.2.3 授業デザイン






　19 名の生徒に対して，学習用 SNS で行う協働的課題解決学習に対する貢献が高い生徒への評
価を自由記述で求め，KH-Coder を用いて計量テキスト分析をした結果を図 1 に示す．貢献度が
高い生徒の発言としては，「詳しい」や「違う」という特徴語が見出されるとともに，級友の発
表に対して，「良い」面も「悪い」面も感想を述べたり，他の人とは「違う」視点で意見を述べ



























































年 11 月の OSRLI-J 調査において，情動動機尺度の第 2 因子「教師との交流による自己効力感」
との間に 5% 水準で正の相関が認められた．（r=.343, p=.047）．また，交流方略尺度の第 1 因子「ラ
イティング方略」との間に 5% 水準で正の相関が認められた（r=.393, p=.022）
　次に，2016 年 6 月（1 回目）に実施した OSRLI-J の得点と 2017 年 11 月（2 回目）に実施した
OSRLI-J の得点について，双方の調査に協力が得られた生徒 19 名を対象として，生徒アンケー
トと F 学級の授業を担当している G 教諭への聞き取りから，集団への貢献度が高いと認められ
た貢献群（n=9）と一般群（n=10）の平均値を比較するために，評価×調査前後の 2 要因混合計
画の分散分析を，OSRLI-J を構成する 7 つの因子それぞれについて，検討を行った．
　情動動機尺度第 1 因子「人間関係の交流を楽しむこと」の貢献群と一般群において，1 回目と
2 回目の調査の平均値を図 2 に示す．また，交流方略尺度第 3 因子「内省方略」の 1 回目と 2 回
目の調査の平均値を図 3 に示す．
図 2 ＯＳＲＬＩ－Ｊ情動動機尺度第 1 因子の平均値の経年変化
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図 3 ＯＳＲＬＩ－Ｊ交流方略尺度第 3 因子の平均値の経年変化
　続いて，OSRLI-J の第一下位尺度である情動動機尺度の第 1 因子から第 4 因子，および第二下
位尺度である交流方略尺度の第 1 因子から第 3 因子について，被験者内効果の検定の結果を表 3
および表 4 に示す．
　これらの検定の結果から，情動動機尺度第 1 因子「人間関係の交流を楽しむこと」については，
前後の主効果が 1% 水準で，交互作用が 5% 水準で有意であった．また，交流方略尺度第 3 因子「内
省方略」については，前後の主効果が 1% 水準で有意であった．
表 3 情動動機尺度第 1 因子（被験者内効果の検定結果）
表 4 交流方略尺度第 3 因子（被験者内効果の検定結果）







前後の主効果 F(1,17)=14.5, p<.01**, η2=.46 
交互作⽤ F(1,17)=5.02, p<.05*, η2=.23 
前後の主効果 F(1,17)=11.5, p<.01**, η2=.40 
交互作⽤ F(1,17)=2.17, p=.16, η2=.11 
前後の主効果 F(1,17)=14.5, p<.01**, η2=.46 
交互作⽤ F(1,17)=5.02, p<.05*, η2=.23 
前後の主効果 F(1,17)=11.5, p<.01**, η2=.40 















































































要因 効果量 要因 効果量 
習熟度別グループ編成／習熟度別学級編成
／ストリーミング 
0.12 教師による形成的評価の設定 0.90 
促進プログラム（たとえば，⾶び級） 0.68 具体的事例の提⽰ 0.57 
読解⼒の促進 0.60 相互教授 0.74 
コンセプトのマッピング 0.60 学級規模の縮⼩ 0.21 
協同学習対個別学習 0.59 原級留置（進級をさせないこと） −0.13 
確実な習得指導 0.59 授業外の⾃由活動 0.04 
フィードバック 0.75 ⽣徒の期待 1.44 
ジェンダー（⼥性の到達度と⽐較した男性
の到達度） 
0.12 ⽣徒の⽬からみた教師への信頼性 0.90 
家庭環境 0.52 教師の期待 0.43 
個別指導 0.22 教師の教科知 0.09 
仲間の影響 0.53 教師と⽣徒の関係 0.72 
⽣徒の学習スタイルと教え⽅のマッチング 0.17 シミュレーションやゲームの活⽤ 0.33 
メタ認知的⽅略プログラム 0.69 語彙⼒促進プログラム 0.67 
フォニックス指導 0.54 ホール・ランゲージプログラム 0.06 




　近畿大学附属高等学校の英語特化コースは，A 教諭の教科指導のもと，学習用 SNS の
Edmodo を用いた協働学習を 3 年間継続して実施した．学習用 SNS 上で交流する生徒は同一ク
ラスに所属しており，授業以外の場面でも日常的に交流が成立しているという点で，第 5 章の実
践とは異なる．















































































































































　これは，Zimmerman et al .（2014）が唱える「社会的に共有された調整学習」の教育的仕組
みで特徴としてあげられている「チームメンバー間での公平で創発的な共同構築」が成立してい
る可能性があるといえよう．しかし，「社会的に調整された調整学習」の課題としては，自己調
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（Clayton Christensen Institute，2019 を基に筆者が作成） 
 
 
Station Rotation モデル Individual Rotation モデル 
 
 
Lab Rotation モデル Flipped Classroom モデル 
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